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はじめに

戦前期の在日本タタール人（１）に関する研究動
向としては，これまで回教工作（対イスラーム
政策）との関係や各都市に存在していたコミュ
ニティ間の関係などが主に扱われてきた（２）。一
方，在神戸ムスリム・コミュニティについては
研究が進展しているように（３），今後は各都市に
存在していたコミュニティそれぞれの特徴を明
らかにしていくことが必要であろう。
戦前期の在名古屋タタール人コミュニティの

場合，神戸や東京のタタール人との関連や，名
古屋モスクに関して言及されることはあって
も，コミュニティの視点からその特徴について
考察されることはほとんどなかった。このた
め，筆者は別稿にて，戦前期の名古屋市を生活
基盤としていたタタール人の諸相，すなわち，
彼らの人口数の変遷と就業状況，彼らが結成し
た２つの団体（名古屋回教徒団とイデル・ウラ
ル・トルコ・タタール文化協会名古屋支部）の
概要およびほかの都市に存在していたタタール
人コミュニティとの関係などについて考察し
た（４）。しかし，彼らの社会生活については史料の
制約もあり，いまだ不明な点が多い。そこで本
稿では，既発表の論考と重複する部分もあるが，
在名古屋タタール人の交流関係について考察す
る。戦前期の在名古屋タタール人コミュニティ
に関する先行研究として，重親知左子氏が松坂
屋との関係について考察しているが（５），さらに
多様な観点から彼らの交流関係について検討
し，戦前期の日本におけるタタール人の動向の

なかでの在名古屋タタール人コミュニティの位
置づけを明らかにするための手がかりとしたい。
本稿の構成として，前半ではムスリム（イス
ラーム教徒）との関係に着目する。その理由は，
戦前期の在名古屋タタール人のほぼ全員がムス
リムであり，彼らにとってイスラームが多様な
人物や団体との関係を築くうえで重要な要素で
あったと思われるからである。また後半では，
彼らの社会生活の基盤であった名古屋市の人々
や，東京との関係について考察する。

１．ムスリムとの関係

（１）タタール人
在名古屋タタール人コミュニティと名古屋市
以外に存在していたタタール人コミュニティと
の関係については既発表の論考にて考察した。
以下では，その結果を要約しつつ，若干の補足
を加えて，彼らの交流関係についてまとめたい。
大正12～14（1923～25）年ころに名古屋市に
定着するようになったタタール人（６）は，「東京
囘敎徒團」（大正14（1925）年１月設立）を本
部とする，いわば「支部」として名古屋回教徒
団を昭和６（1931）年３月に設立した。それは
つまり，当時の在名古屋タタール人コミュニ
ティは東京在住のタタール人との結びつきが強
く，さらにいえば，東京回教徒団の中心人物ムハ
ンマド・ガブドゥハイ・クルバンガリー（1889～
1972）（７）（以下，クルバンガリー）の影響下に
あったといえる。
しかし，タタール民族運動家として知られて
いたアヤズ・イスハキー（８）（以下，イスハキー）
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が昭和９（1934）年１月に来名し，同年３月ま
でにイデル・ウラル・トルコ・タタール文化協
会名古屋支部（以下，名古屋支部）が設立され
た前後から，昭和13（1938）年５月12日の東京
モスク献堂式に在名古屋タタール人９人が参加
するまで，東京回教徒団との関係は断絶したよ
うである。実際，東京回教徒団が開催した
「コーラン出版記念祝賀会」（昭和９（1934）年
６月７日），「東京囘敎徒團創立十週年記念祭」
（昭和10（1935）年１月27日），「禮拝堂（＝東
京モスク）起工式」（昭和12（1937）年10月19日）
などにおいて，在名古屋タタール人が出席した
形跡はみられない。ただし，東京在住のタター
ル人との関係が全て途絶えたわけではなかっ
た。たとえば，昭和12（1937）年１月22日に行
われた名古屋モスク完成祝賀会には，東京の
「イデル・ウラル・トルコ・タタール文化協会」
からの参加者がみられた（９）。つまり，断絶した
のはあくまで東京回教徒団，あるいは東京のク
ルバンガリー支持派の者たちとの関係であった
と思われる。
一方，東京回教徒団との関係が疎遠になるの

と反比例して，在神戸タタール人コミュニティ
との繋がりは強くなっていった。たとえば，東
京においてクルバンガリー支持派とイスハキー
支持派の対立が激化した時には，在名古屋タ
タール人の殆どは在神戸タタール人とともにイ
スハキー側を支持した（10）。その後も，昭和９
（1934）年５月９～12日にかけて神戸市におい
て開催された「日本イデル・ウラル・トルコ・
タタール文化協會聯合會」の設立大会や昭和10
（1935）年10月11日の神戸モスク開院祝賀会に
は在名古屋タタール人からも参加者がみら
れ（11），昭和11（1936）年には名古屋モスク建設
資金として在神戸タタール人コミュニティの有
力者のひとりであったアグルジAgurji より
１,000円を借り入れている（12）。同年にはさらに，
「タタール系舊露國人就學児童五，六年生用修
身敎科書」が神戸より送付されている（13）。この
ような密接な関係の背景には，昭和６（1931）

年２月に神戸トルコ・タタール協会会長となっ
たシャムグニ Shamguni（1873/74－1939）と
在名古屋タタール人コミュニティの中心人物の
ひとりであったティメルベイ・ハミドゥラー
Timerbey Hamidullah（14）との関係が見出せる。
シャムグニは，名古屋モスクの落成式（昭和12
（1937）年１月22日）において配布された冊子
（以下，『冊子』）に短文を寄稿（15）していること
に加えて，昭和14（1939）年には彼の著作の日
本語訳（『アルラーの神と預言者達』）がハミ
ドゥラーによって名古屋で出版されている（16）。
このほか，満洲在住のタタール人との関係に
ついては，昭和10（1935）年２月４～14日に奉
天で開催された「イデル・ウラル・トルコ・タ
タール文化協會極東大會」，昭和16（1941）年
８月28日～９月１日に同じく奉天で開催された
「極東イデルウラルトルコタタール民族第二回
大会」にも，在名古屋タタール人コミュニティ
は代表を派遣しており，在奉天イデル・ウラ
ル・トルコ・タタール文化協会本部との連絡は
密であったと思われる。実際，名古屋モスク完
成祝賀会には，奉天の極東イデル・ウラル・ト
ルコ・タタール文化協会本部副会長ギザトウリ
ンが出席している（17）。このほか，名古屋モスク
の落成式にはトルコ・タタール人100名余が会
合した（18）とされるが，詳細は不明である。

（２）インド系ムスリム
『冊子』では，「…遠くは印度・滿洲の回敎徒
の方々から心から御後援を受けこれに力を得て
いよいよ（名古屋モスク）建設の計畫を具体化
したのでありますが…」と記されている（19）。つ
まり，インド系ムスリムも名古屋モスクの建設
にかかわっていたことがうかがえる。しかし，
戦前期の名古屋市にインド（印度）人が居住し
ていた形跡は殆どない（20）。このため，在名古屋
タタール人と関係をもったインド系ムスリムと
いうのは，名古屋市以外の者であったと思われ
る。具体的には，次の２人が考えられる。
まず１人目は，昭和11（1936）年６月に来日
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した「印度人モハメット僧正エム・エー・アリ
ム・ジデイクイ」Muhammad Abdul Aleem 
Siddiqui（1892～1954）（21）である。彼は日本各
地の観光とイスラームの布教のために来日した
とされており，同年９月４日に行われた名古屋
モスクの定礎式に参加している（22）。彼は世界各
地をまわり，イスラームの普及に努めた人物で
あるが，名古屋モスクの定礎式に参加した経緯
は不明である。
２人目は，『冊子』に「Islam a Practical Re-

ligion」という短文を寄稿したバルラースN. H. 
Berlas であろう。彼は，昭和７（1932）年10
月に東京外国語学校（東京外国語大学の前身）
のウルドゥー語教師として着任した。昭和13
（1938）年５月12日の東京モスク献堂式には「印
度回教徒代表」として出席し（23），同年に創立さ
れた東京イスラム教団とイスラム教団連合会双
方にもかかわっているが，日本政府や軍部のイ
スラーム政策からは距離をとっていた人物とさ
れる（24）。ただし，彼は神戸モスクの落成祝賀会
時に配布された冊子にも「BROTHERHOOD 
IN ISLAM」という文章を寄稿しており（25），日
本各地へのイスラームの普及には熱心だったよ
うである。なお，名古屋モスクの落成式や完成
祝賀会に彼が出席したかは不明である。

（３）日本人ムスリム
在名古屋タタール人コミュニティと最も深い

関係を持った日本人ムスリムは，有賀文八郎
（有賀阿馬士，1866－1946）（26）であろう。彼は『冊
子』に「イスラム敎とは何か」という短文を載
せており（27），名古屋モスク完成祝賀会にも出席
している（28）。また『日本イスラーム史』を記し
た小村不二男氏は，有賀の案内で昭和15（1940）
年浅春の候（３月頃？）に名古屋モスクを訪れ
たと述懐している（29）。昭和18（1943）年ころに
は，有賀は在名古屋タタール人の神戸への疎開
に尽力したようである（30）。以上のように有賀と
在名古屋タタール人との交流は確認できるもの
の，有賀がいつ頃から，どのような経緯で彼ら

と関係を持つようになったのかは不明である。
ただし，有賀は「東京イデル・ウラル・トルコ・
タタール文化協會」（昭和９（1934）年２月設立）
の昭和11・12（1936～37）年時点での顧問とし
て名を連ねており（31），在神戸ムスリムとも密接
な関係を持っていた（32）ことから，東京や神戸の
タタール人を通じて在名古屋タタール人と交流
するようになったと思われる。
このほか，昭和14（1939）年１月に名古屋で
出版された，前述の『アルラーの神と預言者達』
に，T. Suzuki という人物の写真が掲載されて
いる（33）。この人物は，数度のメッカ巡礼を果た
し，日本軍のインドネシアにおけるイスラーム
政策にかかわった鈴木剛（1904～1945）（34）と推
測されるが，詳細については今後の課題とした
い（35）。

（４）小結
考察の結果，イスラームを紐帯とした在名古
屋タタール人の交流範囲としては，神戸や東
京，満洲在住のタタール人との関係だけでな
く，インド系ムスリムや日本人ムスリムとの関
係も見出すことができた。ただし，その関係性
には濃淡があった。たとえば，インド系ムスリ
ムとの関係はおそらく一過性のものであり，名
古屋市に居住していなかった有賀との交流も頻
繁ではなかったと推測される。在名古屋タター
ル人の交流の中心はやはりタタール人，とくに
在神戸タタール人コミュニティであったと思わ
れる。

２．日本人との関係

（１）名古屋市の人々
在名古屋タタール人は，少なくとも昭和７

（1932）年２月までは市内各所に散在して居住
していたが，遅くとも昭和11（1936）年９月ま
でには彼らの多くは当時の西区天神山町に居住
するようになった（36）。西区天神山町にコミュニ
ティの中心があった時のタタール人の様子や市
井の人々との関係については，昭和11（1936）
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年９月頃の様子として『新愛知』に以下のよう
な記事がみられる。

　土耳古タタール族は…（中略）…日本に
も十七，八年前から六百余人が来て，ラ
シャや既製洋服の行商等をしてをる，名古
屋にも十世帯五十二人が天神山町付近に住
み，名古屋を中心に近縣都市へ洋服，剃刀，
ナイフ等の行商をして祖国獨立の日を一日
千秋の思ひで待つてをるのである，彼らは
イスラム敎（マホメツト敎）の篤い信者で
ある，名古屋在住の僅か十世帯の人々で，
今度東区今池町に工費四千円を投じて敎会
（＝名古屋モスク）を建てることになった
…（中略）…性質は比較的勤勉で酒は禁ぜ
られてをる，煙草も少数の者が喫ふのみ，
だから生活は割合に豊かである，今までか
つて警察のご厄介になった者がないと自慢
してをる…（中略）…お茶は亜熱帯の乾燥
地育ちだけにガブガブ飲む，名古屋での彼
等のリーダーたるハミドリンさんの如き
は，一回に紅茶十杯は平氣で飲む，訪れた
記者にも紅茶を出して呉れたので一杯飲ん
だら二杯目を，二杯目飲んだら…（中略）
…三杯目……，これには些か面喰つたが己
れの欲するところを正直に相手に施す，そ
の好人物らしいところが嬉しかつた，讀書
はあまり好きではないらしい，然し日本の
新聞が讀め邦字の手紙位は書けるようでな
ければいけないとあってハミドリンさんの
お隣のキリケーフさんの宅を今池町の敎会
竣工までの學校にあて，彼らの學齢児童十
二人を集めバイム・ハメリさん，本紙天神
山販売店主吉田源一さんの二人が先生と
なって熱心に敎えている，同町二丁目西部
の町総代長谷川斧さんが顧問となって彼等
の一切を世話している「町内自慢といふに
は當らないが町内の特異性，變り種として
紹介する」と出題者はいつてゐる（37）

この記事内容からは，タタール人は周辺住民と
の日常的な交流があり，積極的に日本（あるい
は名古屋）の社会に順応しようとしていたこと
がうかがえる。そして，近隣の住民たちも彼ら
に対して悪いイメージはなかったようである。
実際，上記の記事は「町内自慢くらべ」という
読者からの投稿に基づいたものであった。
昭和12（1937）年１月に当時の東区今池町３
丁目135番地に名古屋モスクが完成した後は，
在名古屋タタール人の多くがその周辺で居住す
るようになったと思われる。そこでも彼らと近
隣の人々との日常的な関係があったことは，昭
和57（1982）時点で名古屋モスク跡地に住んで
いた渡辺長十氏の談話からもうかがえる（38）。こ
のほか，鴨澤巖氏が論考のなかで挙げている，
タタール語新聞『ミッリーバイラク』（39）への広
告掲載商店名のなかに，久世圓作商店（名古屋
東区研屋町三），林羅紗店（名古屋市東区呉服
町四丁目），村瀬金太郎商店（名古屋市東区呉
服町四丁目），という３つの名古屋所在の商店
の名があり，これらはいずれもタタール人商人
を顧客としていた（40）。また，前述の『冊子』と
『アルラーの神と豫言者達』はともに「合資会
社高橋成弘社」（名古屋市中区南呉服町二丁目）
で印刷されている。このように在名古屋タター
ル人は，遅くとも名古屋モスクが完成した昭和
12（1937）年１月前後から，名古屋市の東区や
中区，とくに呉服町周辺の人々との交流があっ
たことがうかがえる。つまり，重親氏の論考を
補足すると，松坂屋との関係を示す史料は現時
点では見いだせないものの，その近隣区域との
交流はあったといえる。このほか，名古屋モス
クの建設には名古屋市在住の者が援助したよう
であるが（41），詳細は不明である。

（２）名古屋モスク記念式典参列者
昭和12（1937）年１月23日に開催された名古
屋モスクの落成式と完成祝賀会の日本人参列者
として，『名古屋新聞』・『新愛知』・『大阪朝日
新聞』（42）に共通して記されている人物は，青木
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鎌太郎，渡邊龍聖，幸田銈太郎の３名である。
青木鎌太郎（1874～1952）は当時の名古屋商工
会議所会頭（43），渡邊龍聖（1862 ？～1945）は
名古屋大学経済学部の前身である名古屋高等商
業学校の前校長（名誉教授）（44），幸田銈太郎は
在郷海軍大佐で海軍協会副支部長であった（45）。
青木が参列した理由は後述するが，渡邊と在名
古屋タタール人との具体的な関係は不明であ
る。幸田は，明治22（1890）年９月16日に和歌
山県大島（現在の串本町）沖合で座礁し沈没し
た「エルトゥールル号遭難事件」の生存者63名
をオスマン帝国に送り届けるために派遣された
比叡の元乗組員（当時は少尉候補生）であり（46），
そのような「トルコ」との縁から祝賀会に参列
したと思われる。
このほか，『名古屋新聞』では「林義郎」と
いう人物や「市の外事，社寺課関係の来賓多数」
も参列したと記されている。当時の人名録に
は，毛布商を営んでいた林義郎という名がみら
れる（47）。在名古屋タタール人の就業者の多くは
洋服（特に羅紗）か金物の行商人，あるいはそ
れらに携わる業種に就いていた（48）と推察される
ので，林義郎の参列は彼とタタール人との商売
上の付き合いがあったことをうかがわせる。た
だし，林義郎と上記の「林羅紗店」との関係は
不明である。また，『新愛知』では「肥田（名
古屋市）東区長」，『大阪朝日新聞』では「松橋
市社会部長」や「白濱憲兵分隊長」という名も
挙がっている。白濱憲兵分隊長の特定はできな
かったが，当時の名古屋市に駐屯していた憲兵
隊からの参加であろう。
以上をまとめると，確認できたかぎりの日本

人参列者は，名古屋市あるいは愛知県在住の者
たちであり，官僚や軍部の者など東京から参列
した者はいなかったようである。このような状
況は，昭和10（1935）年10月11日に催された神
戸モスク落成祝賀会の場合と一致する（49）。

（３）名古屋市の実業家
昭和恐慌から回復しつつあった昭和８（1933）

年２月，名古屋市斡旋のもと，輸出増進を目的
として名古屋新販路輸出協会が組織された。そ
れは，中南米，バルカン，アフリカ（50）などへの
新販路の開拓をめざしたものであった。名古屋
市と名古屋市の実業家は，これ以降も一体と
なって輸出振興を掲げ，販路の拡大をめざし
た（51）。このような気運のなかで，名古屋市の実
業家たちはイスラームや中東（当時の用語では
「近東」）地域にも関心を持つようになったと考
えられる。
たとえば，昭和９（1934）年１月16～23日に
かけてイスハキーが名古屋市に滞在した折，22
日にイスハキーは在名古屋タタール人の有力者
たちとともに，名古屋商工会議所副会頭であっ
た高松定一（52）の招待を受け，60人の日本人商人
と会見している（53）。昭和10（1935）年には名古
屋市が「近東埃及地方」に海外市場調査員３名
を派遣している（54）。昭和12（1937）11月28日に
は「シリヤ，パレンスタイン，バルカン，埃及方
面に就ての講演映画会」も開催されている（55）。
そして，前述のように昭和12（1937）年１月22
日の名古屋モスク完成祝賀会には，当時名古屋
商工会議所会頭であった青木鎌太郎が出席して
いる。昭和13年には「名古屋近東アフリカ輸出
組合」が結成された（56）。昭和14（1939）年11月
24日には，来名した回教徒視察団（57）のための晩
餐会が大日本回教協会（58）と名古屋商工会議所の
共同主催で名古屋商工会議所において，翌25日
には松坂屋主催で午餐会が松坂屋で行われてい
る（59）。昭和15（1940）年４月4～11日には松坂
屋において，愛知県・名古屋市・大日本回教協
会・東京イスラム教団（60）主催で回教圏展覧会が
開催された（61）。さらにその期間中の４月６日に
は，松坂屋六階社交室にて，回敎圈貿易座談會
も行われている（62）。
以上のように，遅くとも昭和９（1934）年頃
より，名古屋市の実業家たちは名古屋商工会議
所や松坂屋を中心に，中東あるいはイスラーム
世界との関係を持とうとしていたことがうかが
える。それでは，彼らと在名古屋タタール人と
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の関係はどのようなものであったのか。
前述のように，昭和９（1934）年１月22日に

イスハキーと在名古屋タタール人の有力者たち
が当時名古屋商工会議所副会頭であった高松定
一を通じて60人の日本人商人と会見し，昭和12
（1937）年１月22日の名古屋モスク完成祝賀会
には，名古屋商工会議所会頭であった青木鎌太
郎が出席しているものの，これら以外の在名古
屋タタール人と実業家たちとの関係は見出すこ
とができない。上述の昭和15（1940）年４月６
日に松坂屋にて開催された回敎圈貿易座談會に
おいても，出席者のなかにタタール人の名は見
当たらない。

（４）公的機関や在京イスラーム関連団体
日本の軍部は昭和６（1931）年の満洲事変以

後，本格的なイスラーム政策に着手する（63）。一
方，外務省は昭和11（1936）年まで，イスラー
ムや在日タタール人工作についての具体的な構
想はもっていなかったとされる。いずれにせ
よ，外務省および軍部がタタール人など在日ム
スリムに関心を持ち，彼らの利用を考えるよう
になるのは，昭和11（1936）年11月の「日独防
共協定」や「日独伊三国防共協定」締結に伴う
ソ連との関係の変化と，昭和12（1937）年７月
7日の盧溝橋事件を発端とする日中の全面衝突
（日中戦争）によっていた（64）。
たとえば，東京モスクの起工式（昭和12

（1937）年10月19日）や献堂式（昭和13（1938）
年５月12日）には多数の陸海軍の将校が参加し
ていた（65）。昭和13（1938）年５月20日に創立さ
れた「日本在留イスラム教団聯合会」（同年７
月８日に「大日本イスラム敎團聯合會」へ名称
を変更）もそれまで関係が薄かった地方のムス
リム・コミュニティを管理下に置くためであ
り（66），在名古屋タタール人コミュニティもその
範囲に含まれていた。
このように日本政府や軍部が対イスラーム政

策を本格化させるなかで，在名古屋タタール人
は日本人が大きく関与していた在京イスラーム

関連団体との関係を持ち始める。たとえば，昭
和14（1939）年11月に東京の松坂屋において，
大日本回教協会・東京イスラム教団主催で開催
された回教展覧会には，名古屋支部と，当時名
古屋支部支部長であったデイレツシヤー・シズ
カノーフDevletshah Sezgan（67）が出典してい
る（68）。さらに昭和16（1941）年６月12日には，
大日本回教協会主催で新愛知新聞社講堂におい
て，隈部種樹前イラク公使，中山詳一前イラン
公使，横山正幸前エジプト公使の講演，大日本
回教協会初代会長（昭和13（1938）年９月～昭
和17年12月）であった林銑十郎による挨拶など
があった（69）。この時，大日本回教協会理事で
あった花岡止郎が在名古屋タタール人と接見
し，学校を見学して，コミュニティに50円を寄
附している（70）。これらのことから，在名古屋タ
タール人が在京イスラーム関連団体との関係を
持ち始めたのは昭和14（1939）年前後であった
ことがうかがえる。
ところで，昭和12（1937）年７月7日の盧溝
橋事件勃発以降，在名古屋タタール人による積
極的な献納活動がみられる。たとえば，同年７
月には名古屋に駐屯していた第三師団に61円50
銭や慰問袋40個を，９月にも千人針４枚を作成
して献納している。このため，９月18日には陸
軍大臣より感謝状をもらっている。さらに10月
には包帯206本を千種警察署へ献納している（71）。
これらの献納活動を行った理由としては，「今
次（北支）事變と共に我國銃後國民の熱烈なる
愛國熱に感激し同志相寄り…」とある（72）。そし
て，昭和12（1937）年以降も軍部への献納は継
続したようである（73）。このような献納活動は，
名古屋市に駐屯していた第三師団の一部が上海
に派遣された８月18日（74）以前から行われていた
ことから，単に第三師団に向けたものではな
く，日本軍全体に向けたものであったと推測さ
れる。なお，同様の献納は東京回教徒団やイデ
ル・ウラル・トルコ・タタール文化協会神戸支
部もほぼ同時期に行っている（75）。上記のよう
に，昭和12（1937）年の７～８月時点では，在
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名古屋タタール人と東京回教徒団の関係が「途
絶」していたことを踏まえると，このような名
古屋，東京，神戸のタタール人がほぼ同時期に
日本軍への献納を行った背景には日本政府や軍
部の関与があった可能性もある。

（５）小結
本章をまとめると，まず在名古屋タタール人

と名古屋市の市井の人々との関係は，コミュニ
ティの中心であった西・東両区において，近隣
の人々との関係は険悪や疎遠なものではなく，
良好であったといえる。その要因としては，タ
タール人が日本社会へ馴染もうとする努力が
あったことが考えられる。一方，名古屋市の実
業家は遅くとも昭和９（1934）年ころより中東
地域やイスラームに関心を持ち始めたが，それ
が在名古屋タタール人との交流に結び付くこと
はなかったようである。その理由として，在名
古屋タタール人就業者の殆どが零細商人であ
り，その商業範囲も近隣に限られていたことを
踏まえると（76），中東方面への輸出販路の拡大を
目標としていた実業家たちには，在名古屋タ
タール人との関係はあまりメリットがなかった
ため，接触も僅かであったと考えられる。
次に，在名古屋タタール人と在京イスラーム

関連団体との関係がみられるようになるのは昭
和14（1939）年以降である。一方で，日本政府
や軍部にとって，少なくとも名古屋モスクの落
成式が行われた昭和12（1937）年１月22日まで
は，在名古屋タタール人コミュニティは積極的
に接触する必要がある存在ではなかった。実
際，名古屋モスクの完成については当該年度の
『外事警察概況』では一切記されていない。し
かし，そのような政策の転機となったのは，先
行研究が指摘するようにやはり昭和12（1937）
年７月7日の盧溝橋事件の勃発であろう。その
直後から少なくとも名古屋，東京，神戸のタ
タール人が一斉に日本軍への献納活動を行った
ことからは，その背後に日本政府や軍部の関与
があり，在名古屋タタール人コミュニティと接

触していた可能性が考えられる。

おわりに

以上の考察から，戦前期における在名古屋タ
タール人の交流関係の一端を明らかにした。彼
らは単に他都市のタタール人と関係があっただ
けではなく，多様な交流関係を結んでいた。た
だし，それぞれとの関係性には濃淡があり，在
名古屋タタール人は多様な交流関係を積極的に
利用した大規模な商業の展開や政治活動は行わ
なかったようである。交流関係の中心は，当時
日本最大のムスリム・コミュニティがあった神
戸のタタール人やコミュニティ近隣の人々で
あった。
一方で，在京イスラーム関連団体や日本政府
や軍部との関係はうすく，遅れて形成された。
東京を中心とする日本国内のムスリムの統制に
は限界があったことは指摘されており（77），在名
古屋タタール人コミュニティにもその統制は充
分には届いていなかったと思われる。そして，
日本の公的機関，とくに東京の官僚や軍部との
関係は，おそらく在神戸タタール人コミュニ
ティ以上に希薄であった。その理由としては，
神戸や東京のコミュニティと比べて，人数が少
なく（最盛期でも60人前後），突出した有力者
や貿易商もいない在名古屋タタール人コミュニ
ティは，日本政府や軍部，在京イスラーム関連
団体にとっては利用価値が少なく，看過できる
存在であったためであろう。
ただし，在京イスラーム関連団体との関係が
始まる以前より，統制は殆ど受けなかったにせ
よ，在名古屋タタール人コミュニティは日本政
府や軍部と接触していた可能性もある。具体的
に，どのような経緯で在名古屋タタール人と日
本政府や軍部が関係をもつようになったのかと
いう問題を明らかにするためには，盧溝橋事件
勃発後，名古屋・東京・神戸のタタール人が同
じように日本軍への献納を行ったことへの日本
政府や軍部の関与を考察する必要があるだろ
う。
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最後に，タタール人と名古屋在住のほかの外
国人（78）との関係は見出すことができなかった。
この問題については今後の課題としたい。

＜注＞
⑴　本稿では，福田義昭氏の定義（福田義昭「神
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人：歴史に翻弄されたイスラーム教徒たち』，東
洋書店，2009（以下，松長2009）；オスマノヴァ・
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İzleri: bir kültür mirası olarak Mançurya ve 
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⑹　吉田2013a，283頁。ただし，名古屋市に定着
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いまだ不明である。

⑺　クルバンガリーについて詳しくは，西山克典
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⑻　アヤズ・イスハキーについてはとりあえず，
松長昭「アヤズ・イスハキーと極東のタタール
人コミュニティー」池井優・坂本勉（編）『近代
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2013a，285頁）。この人物は彼のことと思われる
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Usmanova2007や『外事警察概況』各巻の記録に

よれば，昭和12（1937）年前半，昭和15（1940）
年３月以降19（1944）年５月まで名古屋支部支
部長，これ以外の期間においても名古屋モスク
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